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研究テーマ:
地質学的時間スケールのテクトニクスの研究

地球惑星科学分野の中の構造地質学。地質
学と地球物理学との学際的領域を地質学の側
から研究している。断層や褶曲、また地殻の上
昇・沈降が激しく起こる変動帯は、数十万年～
数億年の寿命を持つ。そうした時間スケール
での地球表層の変形活動 (テクトニクス)を読
みとり、テクトニクスのメカニズムを解明しよ
うとしている。扱う問題の範囲は、国内の堆積
盆から月のテクトニクスまでをカバーする。こ
うした研究は、地震性評価の基礎研究として役
立ち、また地下を流れる流体系の長期的変化動
は、堆積岩中に胚胎する鉱床、特に石油や天然
ガスの資源探査に役立つ。日本地質学会・米国
地球物理学連合・欧州地球科学連合を中心にお
こなっている。

研究内容:
地質学的手法で得られる博物学的データに

もとづいて、テクトニクスの物理モデルを構
築するところが特色。断層や褶曲といった地
質構造は、過去のテクトニクスの記録である。
また、地層からは過去の昇降運動を、つまりテ
クトニクスの鉛直成分を定量的に読みとること
ができる。テクトニクスは地下深部の諸プロセ
スの地表表現であるから、地質学的時間スケー
ルにわたる深部プロセスに対して、野外のそう
した対象から制約を与えることができる。最近
は、露頭で小規模な断層を多数観察し、それら
のスリップ方向から過去の複数の地殻応力を分
離する方法を開発することに成功した。応力場
の時間変遷とテクトニックな運動史を組み合わ
せ、テクトニクスの動力学を制約しようという
わけである。また、地下深部から採取したボー
リングコアでも、コアを切っている断層があれ
ば、この手法が適用可能であることを示した。
開発した手法を利用して、プレート沈み込み
帯の応力場変遷を明らかにし、プレート間相
互作用について研究している。また、テクトニ
クス現象を起こすリソスフェア自体の強度を、
重力異常と地形とのコヒレンスから推定した
ことも最近の成果である。その結果、大陸とお
なじく日本列島の島弧リソスフェアも、強度が

地温勾配と良い相関があることを明らかにし
た。地質構造に関するこうした研究手法は、テ
クトニクスの痕跡のある地球型惑星や衛星に
も適用できる。そこで、宇宙航空研究開発機構
の月探査プロジェクトに参加して、地質構造と
して現れている月の地殻歪みを計測しようと
している。
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